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2005年9月「0日(土)へ2006年「月9目(月・祝) 
前期展示二9月10日(土)-10月30日(日)後期展示:11月3日(木・祝)-1月9日(月・祝) 

SPECIAL EXH旧I丁10N

コレクション大公開! (Ve「si。n2)

小磯良平「マヌギヤン」 「 972本館蔵

一昨年の「コレクション大公開!」展が好評を博しましたので、再び、当館

のコレクションを-挙大公開します。小磯良平の作品や金山平三、田村孝

之介、鴨居玲など神戸で活躍した画家たちの作品など前回の展示ではご

紹介できなかったものや、近年収集した新収蔵作品を初公開いたします。

音開館時間 午前「 〇時一午後5時

(入館は午後4時3〇分まで)

S休館日 毎週月曜日(月曜日が祝休日の時はその翌日。

ただし、 「〇月3日は開館)

1 「月「日、2日、「2月28日へ「月4白

書入館料 ※特別展などの入館料はそのつど定めます。

区分 個人 団体(3唯以上) 

一般 6〇〇円 450円 

高校・大学生 4〇〇円 3〇〇円 

小学・中学生 25〇円 「50円 

神戸市ののびのびパスポートで無料、
すこやかカードで半額
※詳しくはお問い合わせください。

園入館無料日「〇月3日(KOBE観光の日)

=月「 9日、2〇日(関西文化の日)

獲交 通 JR住吉駅・阪神魚崎駅のりかえ新交通六
甲ライナー「アイランド北口」駅(住吉駅か
ら7分、魚崎駅から5分)下車、西へ徒歩すぐ

六甲アイランド公園内
※公園の地下には市営駐車場(有料)があ
ります。

神戸市立小磯記念美術館
〒658-0032神戸市東灘区向洋町中5丁目7

密078-857「5880

http://www.city,kobe.jp/cityoffice/57/koiso葛mUSeUm/

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



「さんちか」は

神戸"三宮のショッピングエントランス

季節ごとに楽しめる

おしゃれ・グルメ

電卓やバスを降りたら、そこは「さんちか」 。

シヂリビングやお食事を楽しんだら、

そのまま帰れるターミナルにあるさんちかは、

素敵な暮らしの情報ステーションでもあります。

シヂリビング、グルメ、わくわくするイベントの数々を、

おしゃれ感兜でお楽しみください。

さんちかメンバーズカードは、より便利に、よりお得にパワーアップ!
Orico Card/MasterCard O「ico CardIVISA Orico Ca「dlJCB

初年蹄舘(/言三戸[さんちかメンバーズカード]
2年目以降年会費1.312円(譲遇)

へ、一一‾

スタート・プレゼント! !入会後5ヵ月間だけのビッグチャンス! !点数に応じて、

馬蹄5.000円分の商品券がもらえます。

全てのショッピングご利用にポイントがつく! !

年間のご利用金額に応じてボーナスポイントもたまる=

JAしマイレージ、ドコモプレミアクラブへのポイント移行も可能! !

たまったポイントはすできな商品との交換も可能=

うれしl清%削帥! 5.000円以上ご利用いただくと、さんちか各店でこ利用

金額の5%を割引します。 [ただし一部の商品は除謎す。 〕

さんちかでショッピングご利用の場合、分割払い3凹まで手数料がかかりません=

※2005年11月、オリコカードのポイントは新ポイントサービス「クラスマイル」へ。

辞しいご説明はご利用代金明細密でご案内させていただきます。

san亡ica
さんちか名店会

神戸市中央区三宮町1・1 0-1丁Eし.078 (391 ) 3965

営業時間/AMl O:○○-PM8:00 而N示商品詠赤子戸三言き応需

(飲食店はPM9:00オーダーストップ) http:/lwww.santica.com
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椎蒙ヲ‾直ヲリ戸手砂

轟
ほ
剛
≪
熊
襲
の
炒

蛸
の
頭
の
よ
う
な
丸
み
を
持
つ
陶
の
筒
。
こ

の
不
思
議
な
形
は
、
逆
転
の
発
想
か
ら
生
ま
れ

た
。
ろ
く
る
で
は
普
通
、
口
を
上
に
成
形
す
る

が
、
こ
の
作
品
は
、
ま
ず
器
を
作
る
要
領
で
形

を
作
り
、
徐
々
に
先
を
す
ぼ
め
て
や
が
て
上
部

を
閉
じ
て
し
ま
う
。
そ
の
ま
ま
一
昼
夜
置
く
と
、

閉
じ
こ
め
ら
れ
た
空
気
が
絶
妙
な
歪
み
を
醸
す
。

ろ
く
る
で
下
に
し
て
い
た
方
に
吹
き
口
と
穴
を

開
け
れ
ば
形
は
完
成
。
こ
の
手
法
は
、
吹
き
ガ

ラ
ス
の
技
法
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
そ
う
だ
。

そ
し
て
こ
の
奥
深
い
模
様
と
色
合
い
は
、
偶

然
の
産
物
か
神
の
仕
業
か
。
三
田
・
木
器
の
土

の
お
だ
や
か
な
風
合
い
。
そ
こ
に
自
然
と
降
り

か
か
っ
た
登
り
窯
の
薪
の
灰
が
高
温
で
溶
け
、

自
然
粕
と
な
っ
て
見
事
な
景
色
を
生
み
出
す
。

三
日
三
晩
燃
え
た
ぎ
る
炎
と
、
窯
の
中
の
無
為

自
然
か
ら
生
ま
れ
た
艶
っ
ぽ
さ
は
、
大
智
を
越

え
た
境
地
か
ら
創
造
さ
れ
る
。

手
に
す
れ
ば
す
っ
と
馴
染
む
、
た
お
や
か
な

曲
線
と
や
さ
し
い
肌
触
り
に
田
中
さ
ん
の
温
も

り
を
感
じ
、
「
手
仕
事
は
一
面
に
心
の
仕
事
」

と

い
う
柳
宗
悦
の
言
葉
を
思
い
出
す
。

人
々
を
薫
陶
す
る
美
し
き
と
吹
聴
し
て
も
、

ホ
ラ
吹
き
だ
と
は
言
わ
れ
ま
い
。

田中和人(たなかかずひと)

中国・浜口生まれ。濱田庄司の弟子

にあたる奥田康博に師事。 1981年、

三田市内に木器窯を開く。地場の土

を使用した陶土をひねり、登り窯で焼く

という伝統的な手法を守りつつ、オリジ

ナリティあふれる作品を制作。サロン・ド・

ボートピア陶芸教室をはじめとして各

地で教室を開講し陶芸の魅力を伝える

のみならず、舞台やイベントの企画など

地域の芸術文化振興にも尽力している。

木器窯

三田市木器709-37

密078-569-1 225
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SECOND CO VER

これは神戸を愛する人々の手帖です。あなたのくらしに楽しい夢をおくる、

神戸を訪れる人に楽しい道しるべ、これは神戸っ子の心の手帽です。

li旧敦子(画家)

皿p :/Iwww.charch , net/

ねずみのチャーチくんのウェディング
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CON丁EN丁S

nk恥EC CO

9月号目次◆2005

6特集. KOBEで感じるブライダル
7 ポエム・ド・コウペ

浮遊空間-「ソラ」福井久子

8 対談 お茶でものみますか⑤

山口光(ティアコ二ア大阪教会主管牧師)

VS玉岡かおる(作家)

13 神戸ウエディングフォーラム

14 神戸ウエディング会議

16 プランナーが語る

KOB巨スタイルウエディング

36特集。芸術・文化・ひょうご

37 「愛のない作品は作品でない」

彫刻家 新谷誘紀氏 インタビュー

42 画家"鴨居適って2〇年 伊藤誠

44 平田郁パリの風を描く

46 感達吉神戸主催「音色の不思議コンサート」

47 三田ほんまち交流館「縁」オープン

2 ARTViEW④/ホラ吹くゾ!:田中和人

50 上田千華presentsちかナビONE DAYTRIP④

表紙/石板春生

54 <連載>田中まこの神戸が撮っても好き⑤/

ミュージックビデオグ)ップ

58 神戸のお嬢さん/千頭加奈子さん・安田亜里沙さん

60 <連載>木村多恵子の暮らしのエスナノ<9月>

62 KOBECCO2005/パスカル・ウィレ村岡沙雪

64 ある集い/兵庫県日韓親善協会・神戸山手女子高等学校32回生緑会

66 火の国熊本熟か女はい 風さやか熊本ディナーショー

68 和の道を求めて④ 伝統芸能の継承者たち

福田龍之介さん

70 マハニム母子寮に愛をI福井宗芳師 文・今村隆

72 <連載>トウインクル&ビッグ⑬ 藤原健二

74 <連載>神戸ゆかりの源平浮世絵

「安芸の宮島・厳島神社に美しい弁財天現る」中右瑛

76 <連載>海船溝「八丈島・神津島クルーズ②」上川庄二郎

88 有馬歳時記「有馬の湯で夏の疲れを癒しましょう」

80 でん太の教えてドクター

82 私の意見/西川勝美

83 ぴっといん「mamma mia cafe」

84 イベントスケジュール

86 ポケットジャーナル

88 <連載>プロフェッサーPの研究室 岡田淳

90 <連載>震災エッセイ⑥ 文・大谷成革 労画・とみさわかよの

92 <連載>五線紙の街⑨ 文・宮田達夫 絵・中西省伍

94 <連載>コーヒーカップの耳⑳ 文・出石アカル絵・菅原沸人題字・六車明峰

96 <連載>鏡の中のサムライ⑰ 文・中野順哉絵・平田郁

102 コウベスナップ

104 KitanoHotNews 「グーニー北野」

107 法人ニュース

110 神戸うまいもん&ドリンキングNEWS 「Cafed6備前西」

111神戸百唐金だより「末税製額」

124 表紙のことば

125 Present

126 編集後詰

127 定期購読のご案内

128 Last Photograph⑥/中山岩太

写真/フォトスタジオPROX (久保実久保佳正来間孝司)
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Eで感じる

ブライダル
神戸は、山と海に囲まれた

おしゃれな街。

そのロケーションは、

永遠の愛を誓う

ウエディングにふさわしい。

「KOBEスタイルのウエディング」を

N’KOBECCOから発信します。

★ポエム・ド・コウベ/福井久子

★対談/山口光vs玉岡かおる

★神戸ウエディングフォーラム

★神戸ウエディング会議

★プランナーが語る

「KOBEスタイルウエディング」

●ホテルオークラ神戸

●神戸ポートピアホテル

●神戸メリケンパークオリエンタルホテル

●シーサイドホテル舞子ビラ神戸

●KITANO CLUB soia

●神戸北野ハンター迎賓館

●ウェステインホテル淡路

●北野ガーデン

●ウエディングサロンイノウ工

●美容重工i)ザベス

衣裳損影協力/ウエディングサロンイノウ工、

ヘア&メイクI住本りつ子(Stylish Wedding〉

モデル/田辺実憩、カメラ/フォトスタジオPROX
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ポ
エ
ム
・
ド
・
コ
ウ
ベ

浮
遊
空
間

「
ソ
ラ
」

福
井
久
子

こ
こ
は

自
然
と
の
一
体
化
を
試
み
る
館

外
部
と
内
部
を
仕
切
る
の
は
柱
と
板
ガ
ラ
ス
の
み

微
妙
な
緊
張
感
と
開
放
感
が
混
在
す
る
屋
内

天
井
か
ら
降
る
自
然
光
の
下
を

小
川
が
流
れ
、
架
か
る

石
橋
を
渡
る
意
志
を
確
か
め
て
く
る
-

教
章
墨
書

万
雷
・
享
子
之

〆
.
、
一
・
二
㌦

上/ 「KITANO CLUB sola」から神戸の街を挑む

下l天空(そら)の教会

そ
の
先
に
待
っ
て
い
る

鋭
角
に
削
り
と
ら
れ
た
直
方
形
の
ま
る
で
洞
窟

粗
い
砕
石
で
取
り
閉
ま
れ
た
堂
内
は
ほ
の
暗
く

原
始
と
モ
ダ
ン
が
結
合
し
た
聖
な
る
空
間

祭
壇
の
背
面
を
天
井
ま
で
占
め
る

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な
ら
ぬ
透
明
な
ガ
ラ
ス
片

二三亜

ノ
ど
∴

-

琶
容

ト
ト
ゞ
予
言
へ
i
封

一
切
の
彩
色
を
廃
し
て

天
空
の
光
は
射
し
込
む

と花
婿
と
花
嫁
の
情
熱
は
白
い
炎
と
な
っ

人
々
は
二
人
を
囲
ん
で
浮
遊
す
る
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/

■対談/お茶でものみますか⑤

ほゴー)

諦購l∴宮子や′

新たを生活のス
五重善言」音l

幸手′:ニ チモ∋

【
"
羊

阪教会主管牧師 瑚
玉岡かおる雪

それぞれ。結婚に対するスタンスも

る。結婚の意味は?そしてその本質は?一

の誓いに立ち会ってきたデ

コ二ア大阪教会主管牧師の山口光さんと、山口さんの父の教え

でもある作家の玉岡かおるさんに、ご自身の経験を踏まえながら

墓墓園
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9

山口牧師がブライダル目式者をつとめる

ホテルオークラ神戸で挙式するカップル

結
婚
と
結
婚
生
活

様
々
な
価
値
観

玉
岡

結
婚
式
の
思
い
出
と
い
え
ば
、
山
口
さ
ん
の
お

父
様
で
も
あ
る
大
学
時
代
の
先
生

(
元
神
戸
女
学
院
大

学
学
長
・
故
山
口
光
朔
氏
)

に
ス
ピ
ー
チ
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
で
す
ね
。
ゼ
ミ
の
同
期
で
は
私
が
い
ち
ば
ん

遅
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
2
5
歳
の
終
わ
り
で

し
た
。
い
ま
で
は
決
し
て
遅
い
ほ
う
で
は
な
い
で
す
よ

ね
。
い
ま
の
子
は
大
学
を
卒
業
し
て
ま
ず
就
職
を
考
え

る
で
し
ょ
う
け
ど
、
私
の
時
代
は
ま
ず
結
婚
で
し
た
ね
。

女
性
の
自
立
な
ど
を
扱
っ
て
い
た
ゼ
ミ
の
出
身
者
の
私

で
さ
え
、
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
か
ら

(
笑
)
。

山
口

僕
は
5
年
前
に
結
婚
し
て
、
い
ま
は
ハ
ワ
イ

に
住
ん
で
い
る
の
で
す
よ
。
向
こ
う
に
は
大
き
な
娘
が

い
て
、
結
婚
し
て
子
供
を
産
ん
だ
の
で
も
う
孫
が
い
ま

す

(
笑
)
。
妻
は
ノ
ル
ウ
エ
1
系
の
白
人
な
の
で
す
が
、

バ
イ
キ
ン
グ
の
末
裔
だ
か
ら
強
い
の
で
す
。
家
事
か
ら

プ
ー
ル
掃
除
ま
で
全
て
僕
が
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね

(
笑
)
。

彼
女
は
ハ
ワ
イ
で
中
学
校
の
先
生
を
し
て
い
ま
す
。
ハ

ワ
イ
で
は
太
っ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
美
し
い
と
さ
れ
る

の
で
す
が
、
僕
が
1
1
0
k
g
、
妻
が
1
0
0
鳴
で
す

か
ら
、
ま
さ
に
美
男
美
女
の
カ
ッ
プ
ル
で
す
ね

(
笑
)
。

玉
岡

奥
様
は
、
自
立
さ
れ
て
い
て
、
結
婚
も
し
て
、

素
晴
ら
し
い
女
性
で
す
ね
。

山
口

日
本
と
違
っ
て
結
婚
生
活
は
楽
で
す
ね
。
娘
婿

と
は
よ
く
ボ
ク
シ
ン
グ
や
相
撲
を
や
っ
て
い
ま
す
よ

(
笑
)
。

娘
婿
と
舅
が
相
撲
を
す
る
な
ん
て
、
日
本
で
は
あ
ま
り

考
え
ら
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

玉
岡

私
の
結
婚
式
は
生
田
神
社
だ
っ
た
の
で
す
が
、

山
口
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
教
会
で
挙
げ
ら
れ
た
の
で
す
よ

ね
̃

普
段
と
は
逆
の
立
場
で
す
が
、
気
分
は
ど
う
で

し
た
か
̃

山
口

緊
張
し
ま
し
た
ね
。
お
婿
さ
ん
の
気
持
ち
が
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。
式
は
ハ
ワ
イ
の

教
会
で
待
っ
た
の
で
す
が
、
私
は
何

か
と
ハ
ワ
イ
に
縁
が
あ
る
の
で
す
よ
。

私
が
通
っ
て
い
た
保
育
園
に
、
い
ま

孫
娘
が
通
っ
て
い
ま
す
か
ら
。
私
の

前
世
は
き
っ
と
カ
メ
ハ
メ
ハ
王
朝
だ

と
思
い
ま
す
よ

(
笑
)
。
ハ
ワ
イ
は
人

種
差
別
が
な
い
の
が
良
い
で
す
ね
。

い
ま
は
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の
近
く
に

住
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
最
近
は
航

空
券
も
安
い
の
で
、
隔
月
で
日
本
と

ハ
ワ
イ
を
行
き
来
し
て
い
ま
す
よ
。

玉
岡

ハ
ワ
イ
フ
リ
ー
ク
の
友
人
が

聞
け
ば
羨
ま
し
が
り
ま
す
。
ハ
ワ
イ
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玉岡かおる(作家)

三木市生まれ。神戸文学賞受賞作の『夢食い魚のブルー・グッドバイ』で新潮社より作家デビ

ュー。苦晋に、 「をんな紋」三部作(創=菩店)、 「天涯の船」 (新潮社)など。軌範活動の傍ら、テ

レビなどのコメンテーターや行政の各種密談会委員などとしても活躍中。 2000年加古川市特

別文化騎受賞。加古川市在住。
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は
本
当
に
良
い
と
こ
ろ
で
す
よ
ね
。
い
ま
の
新
婚
旅
行

の
主
流
は
ハ
ワ
イ
で
す
か
̃

山
口

も
ち
ろ
ん
ハ
ワ
イ
も
人
気
で
す
が
、
い
ま
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
く
カ
ッ
プ
ル
が
多
い
よ
う
で
す
ね
。

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
な
ど
は
か
な
り
の
人
気
が
あ
る
み

た
い
で
。

玉
岡

ち
ょ
う
ど
い
ま
娘
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
よ
。
や
は
り
ハ
ワ
イ
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
日
本
人
に
優
し
い
気
が
し
ま
す
。

山
口

南
方
系
は
大
ら
か
で
良
い
で
す
ね
。
僕
は
暑
い

と
こ
ろ
が
大
好
き
な
の
で
す
。
海
外
で
暮
ら
し
て
み
て

わ
か
っ
た
の
で
す
が
、
日
本
で
い
ち
ば
ん
い
い
季
節
は

夏
で
す
よ
。
海
外
の
友
人
と
も

「
日
本
の
夏
は
捨
て
が

た
い
」
と
よ
く
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
湿
気
が
多
く
て

過
ご
し
づ
ら
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
じ
め
じ
め
と

し
た
感
じ
が
良
い
の
で
す

(
笑
)
。

お
は
よ
う
、
あ
り
が
と
う
、

ご
め
ん
な
さ
い
を
忘
れ
ず
に

玉
同

い
ま
は
結
婚
が
ゴ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
気
が
す

る
の
で
す
。
私
は
結
婚
し
て
2
3
年
で
す
が
、
い
ま
改

め
て
2
3
年
を
振
り
返
る
と
、
結
婚
と
は
生
活
で
あ
り
、

そ
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

山
口

日
本
の
大
学
受
験
と
同
じ
で
す
よ
。
入
学
は
ゴ

ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
で
す
か
ら
。
僕
が
式
の
説
教

で
よ
く
使
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
「
ふ
た
り
は
こ
れ
か

ら
港
を
旅
立
つ
。
し
か
し
順
風
満
帆
に
は
い
か
な
い
。

そ
の
時
は
い
つ
も
喜
ん
で
い
な
さ
い
。
絶
え
ず
祈
り
な

さ
い
」
、
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
「
お
は
よ
う
、
あ
り
が
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と
う
、
ご
め
ん
な
さ
い
を
忘
れ
ず
に
、
寝
る
前
に
お
互

い
の
健
康
を
喜
び
な
さ
い
」

と
必
ず
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
幸
せ
な
の
で
す
。
日
本
人
の
夫
婦
は
ま
ず
「
ア

イ
・
ラ
ブ
・
ユ
ー
」
を
言
わ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て

「
あ
り
が
と
う
」

「
ご
め
ん
な
さ
い
」
も
言
わ
な
く
な
る
。

こ
こ
か
ら
亀
裂
が
入
っ
て
く
る
の
で
す
。

玉
岡

女
性
は

「
き
れ
い
だ
」
と
か
、
も
っ
と
言
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
よ
。
減
る
も
の
で
は
な
い
し
、
男
性

は
も
っ
と
女
性
を
誉
め
て
も
良
い
と
思
う
の
で
す
よ

(
笑
)
。

で
も
自
分
の
娘
の
結
婚
を
考
え
る
と
、
ま
だ
怖
い
で
す

ね
。
下
の
娘
な
ど
は
一
生
結
婚
は
し
な
い
な
ど
と
言
っ

て
い
ま
す
よ
。
い
ま
の
女
の
子
は
成
熟
が
進
ん
で
、
結

婚
に
対
す
る
妥
協
点
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
の
で

し
ょ
う
ね
。

山
口

も
と
も
と
聖
書
で
は
、
結
婚
は
政
略
溝
婿
だ
っ

た
の
で
す
よ
。
で
す
か
ら
顔
を
隠
す
た
め
の
ベ
ー
ル
を

か
ぶ
る
こ
と
に
も
歴
史
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
ル
ー
ツ

は
全
て
の
宗
教
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
宗
教

文
化
が
違
っ
て
も
、
結
婚
式
は
似
て
い
る
の
で
す
。

玉
岡

私
も
た
か
が
2
3
年
続
い
て
い
る
だ
け
で
す
が
、

結
婚
は
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
苦
し

い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
を
成
長
さ

せ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
私
の
と
き
は
母
が
、
「
だ

ま
さ
れ
た
と
思
っ
て
結
婚
し
て
み
な
さ
い
」
と
言
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
本
当
に
一
度
は
結
婚
す
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す

(
笑
)
。

山
口

『
カ
ジ
ノ
』

と
い
う
映
画
が
あ
る
の
で
す
が
、

そ
の
な
か
で
ロ
バ
ー
ト
・
デ
・
ニ
ー
ロ
が
、
シ
ャ
ロ
ン
・

ス
ト
ー
ン
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
す
る
シ
ー
ン
が
あ
る
の
で

す
。
宝
石
や
毛
皮
な
ど
の
豪
華
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
あ
と
、

山口光(ディアコ二ア教会主管牧師)

1956年神戸市生まれ。聖ミカエル国際学校、関西学院大学社会学部、聖公会神学院、国際

聖書学院にて学ぶ。現職のほか、ホテルオークラ神戸のブライダル目武者、社会福祉施設オリ

ンピアのチャプレンも務める。妹尾医院リハビリ科マッサージ師、ピアニスト、ゴスペルシンガー、

大阪グノスチャンセンター理事など多方面で活躍。家族はハワイに妻と「女、孫一人。
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デ
ニ
ー
ロ
が

「
こ
ん
な
も
の
は
大
し
た

も
の
じ
ゃ
な
い
。
大
切
な
の
は
、
お
互

い
の
命
と
命
を
預
け
あ
う
こ
と
だ
」

と

言
っ
た
の
で
す
。
こ
の
台
詞
に
は
、
改

め
て
教
え
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
ね
。

思
い
立
っ
た
そ
の
時
が

結
婚
の
し
ご
ろ

山
口

大
阪
に
比
べ
る
と
神
戸
の
結
婚

式
場
で
は
、
賛
美
歌
を
唄
え
る
人
が
圧

倒
的
に
多
い
の
で
す
よ
。
こ
れ
は
い
ろ

い
ろ
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
が
あ
る

か
ら
で
す
。
若
い
頃
か
ら
賛
美
歌
に
慣

れ
親
し
ん
で
い
る
人
が
多
い
の
で
す
よ
。

玉
岡

新
し
く
開
か
れ
た
港
に
、
ま
ず

入
る
の
は
宣
教
師
で
す
か
ら
ね
。
神
戸

は
新
し
い
文
化
が
生
ま
れ
る
ま
ち
で
あ

り
、
ど
ん
な
宗
教
も
受
け
入
れ
る
土
台

が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で

は

「
結
婚
の
聖
地
」
だ
と
言
え
る
と
思

い
ま
す
。

山
口

一
昨
年
、
兵
庫
県
で
は
約
3

万
組
が
結
婚
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
式

を
挙
げ
た
の
は
約
5
0
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

し
か
し
入
籍
後
の
式
も
可
能
で
す
し
、

な
に
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
思
い

立
っ
た
と
き
、
し
た
い
と
思
っ
た
と
き

が
結
婚
の
し
ご
ろ
な
の
で
す
。

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
に
て
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①基調講演を行うファッション

デザイナー桂由美さん。

②パネルディスカッションのコ

ーディネーターの仲谷さん

③④6名のパネラーにより、ウ

エディング業界の将来につ

いて話し合われた

「
神
戸
を
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の
街
に
」

を
合
言
葉
に
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
業

界
関
係
者
で
つ
く
る
神
戸
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
会
議
。
8
月
1
 
7
日
に
は
、

「
神
戸
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
、
神
戸
国
際
会
議
場
で
開
催

さ
れ
た
。
㈱
ア
シ
ッ
ク
ス
会
長
・
鬼

塚
喜
八
郎
さ
ん
に
よ
る
開
会
宣

言
に
続
き
、
矢
田
立
郎
神
戸
市

長
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
。

基
調
講
演
で
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
桂
由
美
さ
ん
が
、

「
神
戸
ス
タ
イ
ル
の
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
の
提
案
と
あ
り
ま
す
が
、
欧
米

で
は
、
司
式
者
を
市
長
や
町
長
が

務
め
る
シ
ビ
ル
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
が

日
常
化
し
て
い
ま
す
。
神
戸
も
他

都
市
に
先
駆
け
て
実
施
し
て
み

て
は
」
と
話
し
た
。

続
い
て
、
大
阪
学
院
大
学
教
授
・

伸
谷
秀
一
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
な
り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
開
か
れ
た
。
バ
ネ
ラ
I
は
、

㈱
神
戸
ポ
I
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
代
表

取
締
役
社
長
の
中
内
仁
さ
ん
、

㈱
ク
レ
・
ド
ゥ
・
レ
ー
ブ
代
表
取
締

役
社
長
の
浅
木
雄
三
さ
ん
、
㈱
ジ

工
イ
テ
ィ
ー
ビ
I
西
日
本
営
業
本

部
広
報
担
当
課
長
・
高
崎
邦
子

さ
ん
、
関
西
ゼ
ク
シ
ィ
編
集
長
・

河
本
晃
さ
ん
。

中
で
も
注
目
を
集
め
た
の
は
、

2
0
0
7
年
以
降
に
少
子
化
に

拍
車
が
か
か
る
こ
と
で
、
挙
式
件

数
が
確
実
に
減
っ
て
い
く
こ
と
へ

の
対
応
に
つ
い
て
。
中
内
さ
ん
は

「
二
極
化
が
進
む
中
で
、
婚
礼
の

内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
と
、
効

率
的
に
告
知
活
動
を
行
う
こ
と

の
重
要
性
を
実
感
し
た
」
。
浅
木

さ
ん
は
「
少
子
化
を
国
内
だ
け

で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
中
国
市

場
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
視
野
に
入

れ
た
い
」
。

ま
た
、
ゲ
ス
ト
に
は
㈲
沖
縄
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ユ
ー
ロ
I
調

査
役
・
屋
良
朝
治
さ
ん
と
、
神
戸

大
学
大
学
院
生
・
前
中
泉
さ
ん

が
招
か
れ
た
。
屋
良
さ
ん
は
、
こ

の
5
年
で
、
沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
が
2
0
0
組
か
ら

3
5
0
0
組
に
飛
躍
的
に
伸
び

た
こ
と
や
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ー
ダ
イ
ビ

ン
グ
な
ど
の
ア
フ
タ
ー
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
の
重
要
性
に
つ
い
て
触
れ
た
。

「
神
戸
空
港
が
で
き
れ
ば
、
神
戸

か
ら
多
く
の
人
が
挙
式
を
挙
げ

て
も
ら
え
る
」
と
本
音
も
ち
ら
り
。

最
後
は
、
神
戸
国
際
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
常
務
理
事
・
中

野
潤
一
さ
ん
が
、
「
業
界
が
一
体
と

な
っ
て
、
神
戸
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
会

議
が
原
点
と
な
り
、
今
後
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
参
加
者
に
賛
同
を
求
め
た
。

割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
の
中
、
第

一
回
目
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
幕
を
閉

じ
た
。
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神
戸
市
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都

市
宣
言
を
行
っ
て
か
ら
3
0

年
が
過
ぎ
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
、
ア
パ
レ
ル
、
グ
ル
メ
、
洋
菓
子
、

真
珠
な
ど
の
生
活
に
か
か
わ

る
様
々
な
業
種
が
含
ま
れ
、
い

ま
や
神
戸
を
代
表
す
る
産
業

に
ま
で
成
長
し
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
に
続
き
、

新
し
い
神
戸
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
、
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
産
業
。
「
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
の
ま
ち
神
戸
」
を
全

国
に
向
け
て
P
R
を
行
い
、
神

戸
の
新
し
い
産
業
に
育
て
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
、
こ
の
度
「
神

戸
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
会
議
」
が
立

ち
上
が
っ
た
。
現
在
の
メ
ン
バ

I
は
、
ホ
テ
ル
や
ハ
ウ
ス
ウ
エ
デ

ィ
ン
グ
の
関
係
者
、
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
業
者
、
衣
装
店
経
営
者
、

食
品
関
係
者
、
行
政
関
係
者

な
ど
で
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
業
界

の
第
一
線
で
活
躍
す
る
人
材
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
。

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
に
か
か
わ
る

産
業
は
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

引
き
出
物
、
宿
泊
、
料
理
、
花
、

美
容
、
衣
装
、
写
真
な
ど
数
え

上
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
ば
か
り

で
は
な
く
、
数
多
く
の
経
済

波
及
効
果
が
予
測
で
き
る
。

神戸をウエディングの衝に
神丁子の新しい未来を助川開くキーワードとして期待されるウエディング

このほど神戸のウエディング業関係者が集い、神戸ウエディング会談が設立された

開田
i
上
土

千二‾ _∴{∴鑓,書

∴∴∴
現
在
、
神
戸
市
で
は
、
産
官
学
、

そ
し
て
市
民
が
一
体
と
な
っ
て

「
観
光
交
流
都
市
」
を
目
指

し
て
お
り
、
観
光
へ
の
集
客
効

果
に
も
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
会
議
が
立
ち
上
が

っ
た
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
と
し

て
、
神
戸
市
内
で
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
会
場
が
さ
ら
に
増
え
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
年

に
入
り
、
婚
礼
会
場
の
新
設
や
、

既
存
施
設
の
増
設
が
相
次
い
だ
。

同
じ
職
種
間
で
、
パ
イ
を
取
り

合
う
よ
り
も
、
神
戸
の
ウ
エ
デ

ィ
ン
グ
業
界
が
ま
と
ま
っ
て
、

パ
イ
自
体
を
大
き
く
し
て
い
こ

う
と
す
る
狙
い
が
あ
る
。

全
国
か
ら
神
戸
へ
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
を
誘
致
し
て
い
く
と
い
う

意
味
で
は
、
来
年
、
神
戸
空
港

が
開
港
す
る
こ
と
で
、
他
都
市

と
の
連
携
や
利
便
性
が
高
ま

り
、
全
国
各
地
か
ら
神
戸
へ
訪

れ
や
す
く
な
る
こ
と
も
期
待

で
き
る
。
軽
井
沢
、
北
海
道
、

沖
縄
で
の
国
内
で
の
リ
ゾ
ー

ト
挙
式
が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、

都
市
に
い
な
が
ら
、
山
や
海
の

リ
ゾ
ー
ト
感
覚
を
味
わ
え
る

点
も
、
神
戸
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
。
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会
議
で
は
、
業
界
を
ど
の

よ
う
に
し
て
ま
と
め
て
い
く
か
、

神
戸
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
を
ど
の
よ

う
に
P
R
し
て
い
く
か
な
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
。

「
神
戸
は
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
が

似
合
う
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

神
戸
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の
イ
メ
ー

ジ
は
何
な
の
か
」
「
神
戸
で
式

を
挙
げ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
を
つ
く
っ
て
み
て
は
ど
う
か
」

「
こ
の
機
会
に
神
戸
ス
タ
イ
ル

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
も
の
を

確
立
さ
せ
て
み
て
は
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
。

去
る
8
月
1
 
7
日
に
は
、
神

戸
国
際
会
議
場
で
、
神
戸
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

催
さ
れ
、
業
界
に
対
し
て
の
呼

び
か
け
と
共
に
、
専
門
家
を
交

え
た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
業
界

関
係
者
を
さ
ら
に
と
り
こ
ん

で
い
く
こ
と
で
、
組
織
の
裾
野

を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
重
点

を
置
い
て
い
る
。
当
初
、
参
加

者
も
2
5
0
名
を
見
込
ん
で

い
た
の
に
対
し
て
、
当
日
的
4

0
0
名
の
参
加
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
も
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
関
係

音i∴ ;∴、∴臆

8月5日、神戸市産業振興センターで開かれた神戸ウエディング会議にて

者
の
関
心
の
高
さ
が
伺
い
知

れ
る
。

2
0
0
7
年
以
降
に
は
、
少

子
化
に
拍
車
が
か
か
り
、
結
婚

式
の
数
も
減
っ
て
い
く
こ
と
が

確
実
視
さ
れ
て
い
る
。
ウ
エ
デ

ィ
ン
グ
産
業
の
将
来
を
左
右

す
る
少
子
化
に
対
す
る
不
安

も
、
参
加
者
の
関
心
を
誘
う

形
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
会
議
自
体

も
大
き
な
第
1
歩
を
踏
み
出

し
た
。
今
後
も
、
神
戸
ウ
エ
デ

ィ
ン
グ
会
議
で
は
、
定
期
的
な

会
合
を
開
催
し
、
業
界
へ
の
呼

び
か
け
と
共
に
、
実
際
に
結
婚

を
考
え
て
い
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
検
討
し
て

い
く
。

菓
お
問
い
合
わ
せ

神
戸
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
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プ
ラ
ン
ナ
ー
が
語
る
K
O
B
巨
ス
タ
イ
ル
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
①

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸

港
町
、
神
戸
の
素
晴
ら
し
い
眺
望
、

季
節
ご
と
の
セ
ン
ス
あ
る
演
出

こ
だ
わ
り
あ
る
大
人
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
を

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸

ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

細
谷
夕
美
子
さ
ん

メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
の
中
央
に
、
ポ

ー
ト
タ
ワ
ー
と
肩
を
並
べ
る
よ
う

に
そ
び
え
る
「
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

神
戸
」
。
開
業
以
来
、
常
に
最
上

級
の
も
て
な
し
と
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
神
戸
ら
し
い
格
調
高
い
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
が
実
現
で
き
る
と
の

定
評
を
も
つ
。
「
神
戸
な
ら
で
は

の
リ
ゾ
ー
ト
感
を
存
分
に
堪
能
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
海
・
山
側
と
も
に
絶

景
の
3
4
階
の
宴
会
場
や
、
屋
外
ス

テ
ー
ジ
と
し
て
3
階
チ
ャ
ペ
ル
に

隣
接
す
る
ル
ー
フ
ガ
ー
デ
ン
を
設

け
て
あ
る
ん
で
す
ね
。
海
洋
博
物

館
や
ポ
I
ト
タ
ワ
ー
な
ど
、
港
町
、

神
戸
ら
し
い
風
景
が
ま
さ
に
目
の

前
。
〃
こ
こ
な
ら
神
戸
で
式
を
あ

げ
る
価
値
が
あ
る
わ
ね
〃
 
“
ゲ
ス

ト
も
き
っ
と
喜
ん
で
く
れ
る
だ
ろ

う
な
〃

と
見
学
に
来
ら
れ
て
即

決
さ
れ
る
カ
ッ
プ
ル
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
私
ど
も
も
そ
ん
な
絶
好

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
か
す
よ
う
、

潮
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
の
フ
ラ
ワ

ー
シ
ャ
ワ
ー
、
青
空
に
向
か
っ
て
解

き
放
つ
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
、
夜
景

を
バ
ッ
ク
に
し
て
の
ナ
イ
ト
ウ
エ
デ

ィ
ン
グ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
提

案
を
さ
せ
て
た
だ
い
て
い
ま
す
」

と
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
細
谷
夕
美
子
さ
ん
。

真
っ
青
な
空
と
海
が
映
え
る
昼

間
の
挙
式
に
、
神
戸
港
を
黄
金
色

の
夕
陽
が
染
め
上
げ
る
ト
ワ
イ
ラ

イ
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
、
そ
し
て
き
ら

き
ら
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
瞬
く

ナ
イ
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
、
と
時
間
帯

の
セ
レ
ク
ト
は
自
由
自
在
。
も
ち

ろ
ん
時
間
帯
だ
け
で
な
く
、
挙
式

ス
タ
イ
ル
も
二
人
の
こ
だ
わ
り
や

好
み
に
応
じ
て
選
択
で
き
る
。

1
0
0
名
が
着
席
可
能
な
白
亜

の
独
立
型
チ
ャ
ペ
ル
ほ
か
、
ホ
テ
ル

中
央
に
は
約
6
5
0
坪
の
日
本

庭
園
が
あ
り
、
京
都
・
嵯
峨
野
の

竹
林
、
吉
野
石
を
配
し
た
滝
、
桜

や
ツ
ツ
ジ
な
ど
、
季
節
感
い
っ
ぱ
い

の
景
色
の
な
か
で
ガ
ー
デ
ン
挙
式

も
可
能
。

「
最
近
は
1
 
2
月
限
定
の
ク
リ
ス

マ
ス
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
に
人
気
が
集

ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
チ
ャ
ペ
ル

や
バ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム
の
装
花
は
ホ

ワ
イ
ト
を
基
調
に
、
緑
と
赤
を
ポ

イ
ン
ト
に
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
テ
イ
ス

ト
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
は
じ
め
、

チ
ャ
ペ
ル
式
の
聖
歌
隊
を
ゴ
ス
ペ
ル

に
、
さ
ら
に
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ

に
は
ブ
ッ
シ
ュ
・
ド
・
ノ
エ
ル
を
ご
用

意
。
ホ
ワ
イ
ト
ツ
リ
ー
に
囲
ま
れ

た
結
婚
式
っ
て
、
本
当
に
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
な
ん
で
す
!
」

ま
た
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
と

い
え
ば
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が

婚
礼
料
理
。
世
界
の
V
I
P
を

も
て
な
す
味
と
心
を
込
め
た
サ
ー

ビ
ス
に
、
参
列
し
た
誰
も
が
声
を

そ
ろ
え
て
絶
賛
。
柔
軟
な
ア
イ
デ

ア
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
レ
シ
ピ
は

伝
統
的
な
和
食
に
、
洋
の
要
素
を

取
り
入
れ
た
り
、
フ
レ
ン
チ
で
は
必

ず
神
戸
ビ
ー
フ
や
瀬
戸
内
の
漁

介
な
ど
地
元
の
新
鮮
な
食
材
を

使
用
し
て
い
る
。
オ
ー
ド
ブ
ル
か
ら

デ
ザ
ー
ト
ま
で
教
程
ず
つ
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、

好
き
な
料
理
を
選
ん
で
コ
ー
ス
仕

立
て
に
で
き
る
、
プ
リ
フ
ィ
ッ
ク
ス

ス
タ
イ
ル
も
好
評
だ
と
か
。

神
戸
ら
し
い
異
国
情
緒
に
あ
ふ

れ
る
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
囲
ま
れ

た
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
ス
テ
イ
タ
ス
ホ
テ
ル
な
ら
で
は

の
多
彩
で
充
実
し
た
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
に
、
世
界
に
誇
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
…
。
こ
だ
わ
り
の
あ
る
大
人
の

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
を
実
現
で
き
る
要

素
が
こ
こ
に
は
完
璧
に
用
意
さ
れ

て
い
る
。

ホ
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ク
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神
戸

神
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